





















































































































































































































































































地点・場所 現象・状況 被害状況 位置 調査
道路 国道44号線、糸魚沢 盛土部分崩壊 全面通行止2ヶ月 ●1 ◎
国道272号、東阿歴内 盛土部分崩壊 全面通行止2ヶ月 ●2
地 国道391号線、、鳥通 道路地山崩壌 片側通行止め ●3 ◎
国道391号線、五十石 路面陥没、路肩はらみ出し ●4 ◎
す 国道38号秘馬封ξ 盛土部分亀裂・崩壊 片側通行止 ●5
道々鶴居弟子屈線 →時全面通行止 ●6
ぺ 道々阿寒標茶線 盛土の法面崩壊 片側通行止 ●7
道々塘路厚岸線 法面崩壊、路面不鐵先下 大型車通行規制 ●8
り
住宅地 釧路市緑ヶ岡6丁目 地すぺり、住宅 全壌5戸、半壊2戸 ★9 ◎
● 釧路市緑ヶ岡5丁目 宅地に亀裂、石積崩壊 家屋に亀裂、住宅の傾斜 ★10
釧路市武佐 保育園裏庭亀裂拡大 保育園一時避難、市道不通、水道管 ★11
崩 釧路市李林町 民家の裏斜面崩壊 家屋損壊3戸 ★12
標茶町茅沼別荘地 盛土地すぺり 全半壌十数戸 ★13 ◎
鉄道 根室本線厚内一尺別間 路盤変状、軌道変状等 不通（12日間） 14
壊 根室本線新得新落合間 路盤変状、軌道変状等 不通 15
釧網線東釧路標茶間 築堤崩壊、路盤変状等 不通（17日閻） 16
空港 釧路空港 盛土のすぺり 17
港湾 釧路港（東港） 岸壁亀裂、不等沈下、艦 駐車螂信没、アスファルト流失 ■18 ◎
液 （西港） 不等沈下、段差、亀裂 フェリーターミナル、荷揚げ停止 ■19 ◎
住宅地 美原団地 噴砂、亀裂 道路亀裂、塀の傾斜 ■20 ◎
状
下水管 釧路町下水管 マンホール抜け上げ、噴砂 下水の排水不良 ■21 ◎
化
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十勝沖地震 杣屍清田団地 亀裂・沈下 火砕台地の沢 火山灰軽石 S眺頁～ 4
十勝沖地震 杣屍厚別㎝嚇丘 ○裂・沈下 台地北端，池 火山灰質士 S34～ 4
十勝沖地震 青森剣吉中学校 盛士崩壌→流動 100α市3 谷地形 凝灰質砂 5 生徒死亡4
富城県沖 緑ケ丘1丁目 ○裂・変状 傾斜地 S32～33 5 逆転型盛土
富城県沖 緑ケ丘3丁目 亀裂・変状 傾斜地の沢 S36～37 5 〃




富城県沖 古川市山田分校 ？ 5
富城県沖 岩出山町上山里 土石流／泥流 800i3 開田地 火山噴出物 5
千葉県東方 長南中学グラりンド 亀裂・末端隆起 1000㎡ 谷田 噴砂を伴う
釧路沖地震 緑ケ岡6了目 すぺり 650〔㎞3 段丘を切る谷 火砕流 S42年頃 6
釧路沖地震 材木町18番 盛土すぺり 300㎡ 段丘を切る谷 S仙年 6 急傾斜地
釧路沖地震 武佐団地保育所 道路崩落 20Cm3 段丘を切る谷 6
釧路沖地震 国道仙号糸魚沢 路肩流動すべり 600c㎞3 湿原 5
釧路沖地震
片切片盛
国道38号馬主采 盛土円弧すべり 40α1㎞3 丘陵斜面の谷
釧路沖地震 国道391号、鳥遍 盛土流動すぺり 300m3 谷の源頭部
釧路沖地震 茅沼団地 盛士すぺり 3万㎡ 湿原 火山砂質士 S60年
地毎道東方 中標津東11条 盛士すペリ・亀裂 台地の縁 5
地毎道東方 中標津遣成地 盛土すぺり 1000㎡ 谷の出口 地震直前 5
兵庫県南部 西富市高塚町 地すぺり・変状 6
兵庫県南部 西宮市豊楽町 ○裂・変状 浅い谷 6
兵庫県南部 西宮市Oll 高速すぺり 既i産 花嵩岩ほか 6
兵庫県南部 宝塚ゴルフ場 高遠すぺり 丘陵内の谷 6
兵庫県南部 宝塚高校 亀裂・段差 川沿いの丘陵 6
兵庫県南部 西岡本6丁目 崩壕・o裂 6
定条件が変化したのは人工的な改変が行なわれた斜面の
方が多かった．4）厳冬期のため地表面が凍結によって強
固に固められていたため，表層崩壊が起きにくかった．
5）釧路沖震源が107kmと深いために，マグニチュード
の割りには断層破壊面が小さく，地震の震動時問が約30
秒と短かったこと．また卓越周期が短周期であったため
に，大きな加速度の割りには振幅が小さかった点などに
よらて，地すべり・崩壊を引き起こしにくかったことも
考えられる．このため観測されたマグニチュードや加速
度が大きい割りには大規模な土砂災害が生じにくかった
のではないかと考えられる．
3．地面の凍結の影響が見られた
　地震が発生した1月15日頃は北海道の厳冬期で，積雪
の少ない釧路では地表付近が凍結を起こし厚い凍土層を
形成していた．このためガス管の補修は困難をきわめた
が，地盤災害にたいしても何らかの影響があったと考え
られる．
　釧路地域での凍結指数は800～1000に達するとされ
る．積雪がない場合は凍結指数の平方根の3～6倍の深さ
（Cm）まで凍結するとされているが，これを単純に当て嵌
めると釧路付近では，地下90～180cmあたりまで凍結
していた可能性がある．凍結は12月頃から始まり，地震
のあった1月中旬ではほぼピークの深さに達していたと
推定される．新聞によるとガス管の補修に当たった作業
員の話として，凍結した土はコンクリートのように固
かったと言う．この様に固く凍土した土層が地表面から
1～2mの深さまで形成されておれば，斜面での表層崩壊
は起こりにくくなると考えられる．5章で述べた崩壊斜
面はいずれも数m程度の厚さの滑りで凍結深より深い
ところで滑りを生じている．表層部の凍結によって地す
べり・崩壊が起きた場所でもその運動形態に影響を与え
た可能性も考えられる．移動距離についても凍結のな
かった場合より短縮された可能性がある．
　地盤の液状化については，通常は1～2m程度と推定
される凍結深度より深い所で生じているため，液状化自
体はさほど影響を受けていないと思われるが，釧路港で
の噴砂現象はその後に起きた北海道東方沖地震に比べる
と小規模であったことから，地表への噴砂現象に関して
は影響した可能性がある．
　表層地盤が凍結した場合には一時的に弾性波速度が早
くなると考えられるが，このことが地震波の挙動や地表
への地震動の伝搬にどのような影響を与えたかについて
は充分に検討されてはいない．
　4月初め頃より，道路などでは新たに亀裂を生じたり，
陥没が進む箇所が増加してきた．これは凍結が緩むこと
により，それまで表面に現れなかった地下での地盤破壊
などが表面化したためと考えられる．凍土期の地震災害
については余り調査事例がなく，今後検討する余地があ
ると思われる．
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7．地震による地盤災害に対する今後の課題
　釧路沖地震では震度6にもかかわらず，幸いにして地
盤災害による死者は出なかった．しかし住宅の倒壊，道
路の長期問不通など深刻な被害が多数生じた．
　人口の集中度や都市の規模が異なるとはいえ，関東・
東海地方をはじめ都市域での地震時の地盤災害に対する
対策を考えるうえでも共通する問題が浮き彫りにされ
た．今回の釧路地震の被害から，今後発生が予想される
関東・東海地域をはじめ都市域周辺での地震防災へのい
くつかの教訓を引き出すことができるだろう．
1．宅地造成
　近年都市およびその周辺では，丘陵地を切り崩した宅
地造成，低湿地への埋め立て，盛土上への道路・鉄道の
建設などが盛んに行なわれている．建物・構造物自体の
耐震性の評価や建築規制については法的・行政的な整備
はかなりの水準にあり，かなりの耐震性を有していると
考えられる．しかし地盤，特に一般住宅の地盤にっいて
は十分とは言えない．翌年に起きた北海道東方沖地震の
際にも，盛土された地盤が地すべりを起こし建物は大き
く傾いたが，建物自体には何の損傷も生じていない事例
が見られた（箕輸ら，1995）．建物の耐震性が十分でも，
その土台の地盤が崩れては文字通り砂上の楼閣となって
しまう．
　そのため宅地等を盛土によって造成する場合はその耐
震性に充分配慮して施工する必要がある．とりわけ軟弱
地盤上での造成や谷地形を埋めて造成する場合には元の
地盤を含めてきちんとした対策を施す必要がある（宮城
県，！980）．また造成方法の適性化・造成基準の確立とそ
れを保障する行政の指導・監視体制を確立する必要があ
る．さらに盛土地盤での造成地の土地利用に関しては，
縁辺部や谷埋部を緑地・公園にするなど地盤変動が起き
ても実害が生じないような配慮を行なうべきであろう．
　今後，釧路沖地震災害を教訓にして地震時の地盤災害
を防ぐため宅地造成のあり方，軟弱な土地での埋立のあ
り方等についてさらに一層検討する必要があるだろう．
　既存の盛土地盤の耐震性を評価するについては，直接
見えない部分だけに検証が難しく費用もかかる．既に住
宅が立ち並んでいるところでは，対策も制限される．ま
ず住宅の地盤がどのような場所に造成されたのか古い地
形図で確認する必要がある．その上で地下探査手法など
地盤が地震によってどのような変状が起きるのか，それ
を防ぐためにはどのような対策が必要かを検証する必要
があるだろう．
2．道路・鉄道の被害
　道路および鉄道の被害も釧路沖地震の災害の中で顕著
であった．道路の場合，古い時代に建設された曲がりく
ねった路線での被害が少ないのに対し，車の通行に便利
なように直線的に建設された箇所での被害が目立った．
前者は道路を作るのにさほど改変を要しないルートを選
んで作られたのに対し，後者は通行の利便性のためいろ
いろな地盤条件のところを切り盛りして通すルートに
なったために，盛土箇所など地盤条件の悪いところで被
害が発生したものである．ただ道路の場合は軽微な損壊
に対しては応急措置で車の通行は確保されるので，全体
がすべったり大きく崩れることのない最小限の被害で済
むように配慮した施工が必要であろう．道路は地震災害
からの復旧のためにも不可欠であるので代替道路のない
ような重要な路線は最小限の被害で留まるような対策が
必要である．
3．ライフラインの確保
　都市生活においては生命線とも言えるライフラインを
地震時にも確保し，破損した箇所も早急に復旧させる体
制の確立が必要である．そのためには第一に耐震性に優
れたポリエチレン管の採用などライフラインの耐震性の
向上を図る必要がある．同時に，通過ルートの選定，ルー
トの複線化などその一部が破損を受けた場合にも供給が
停止しないような対策を行なう必要がある．同時に地下
の埋設管のどういう箇所に損傷が起きやすく，その復旧
を迅速に行なうのはどうすればいいかなどについても，
あらかじめ対応策を考えておく必要があるだろう．
4．液状化対策
広範な地域での液状化対策の必要性が再認識された．特
に釧路沖地震では人工的な地盤での液状化が顕著であっ
たことから，施工する際に液状化対策を講じておく必要
性が痛感される．港湾など対策が実施されていたところ
は，比較的軽微な被害ですんだことから，今後より広範
囲に液状化対策を行なう必要がある．
8．まとめ
　釧路沖地震によって生じた地盤災害は，地すべり・崩
壊，液状化ともに盛土や埋め立てなど人工地盤に発生し
たものがほとんどであった．
　地すべりは釧路段丘周辺の縁辺部に多く発生してお
り，それらは谷地形を埋めた盛土の部分であった．また
湿原に張り出して埋め立てた部分での地すべりも生じ
た．自然斜面の地すべり・斜面崩壊も見られたが，規模
は小さくそれによる被害は余り生じなかった．
港湾・住宅・下水道などで液状化による多数の被害が生
じているが，いずれも埋め立てないし埋め戻した場所で
発生している．
　釧路沖地震は釧路市に近いところに震源を持ち，液状
化・ライフラインの被害など都市型の被害が目立ったこ
とから，都市型災害の側面が大きいといえる．地震の際
にはこれまでにも指摘されていたことではあるが，都市
域に発生する地震災害について改めて問題が浮き彫りに
された．釧路市は面積215km2，人口20万人で都市とし
てはさほどの過密・集中状態にはない．関東・東海地方
をはじめとした都市周辺では釧路市よりも大がかりに都
市開発・住宅開発に伴う様々な造成・工事が行なわれて
いることから，同程度の地震であってもより深刻な被害
を生じると予測される．今回の釧路沖地震での地盤災害
を教訓にして今までの地震対策を見直し，今後の地震に
備えて行く必要があるだろう．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　旨
　1993年1月15日に釧路市の沖の海底にM7，8の地震が発生した．この地震によって釧路市で震度6が記録され，
さらに北海道各地で大きな地震動を感じた．特に釧路気象台では大きな加速度が観測された．この地震によって，
釧路市とその周辺では道路・住宅・港湾・ライフラインに大きな被害を生じた．この地震による地盤災害の発生状
況の調査に基づき，都市域における地震時の地盤災害の特徴について報告する．
　釧路沖地震によって生じた地盤災害は，地盤が地すべりを起こした災害事例と，地盤の液状化によって生じた災
害事例の二つがあった．この二つの地盤変状は埋め立てや盛土など人工的に造成された地盤において生じた．地す
べりは谷を埋めて造成した斜面上に生じた事例が多い．自然斜面にも地すべりと崩壊が生じたが，その災害は軽微
であった．また釧路沖地震は厳冬期に起きたため，地盤の凍結によって地盤災害の起こり方が通常とは異なってい
た可能性がある．
　地震時の地盤災害を軽減するためには，盛土や埋め立ての施工にあたってはその場所に応じた対策を講じておく
必要がある．それと同時に土地利用のあり方にも配慮を要する．
キーワード：地盤災害，地震災害，地すべり，液状化，釧路市
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